
・事業実施主体：京都府南丹市（管理：(公財)八木町農業公社）
・発電設備：バイオガス発電

（名称:南丹市八木バイオエコロジーセンター）
発電出力：70kW×２基、80kW×１基、25kW×3基

発電電力量：150万kWh/年

・燃料：地域の家畜排せつ物等（メタン発酵させて発電）
65.2ｔ/日量最大（家畜排せつ物・食品廃棄物）

・建設費：17億2千万円

・運転開始時期：平成10年４月

お問い合わせ先：南丹市役所 農林商工部 農政課 ☎0771-68-0060 

京都府南丹市では、地球環境問題の悪化を阻止し、かけがえのない地

球や清らかな大気と水・豊かな大地を保全し、地域産業の活性化を図る

ためバイオガス発電施設を設置しました。

ここでは、家畜ふん尿と食品廃棄物をメタン発酵させて発生する「バ

イオガス」を用いて発電しています。施設内で消費される電力をすべて

賄っているほか、余った電気は売電しています。さらに、発電する際に

生じる熱は暖房や給湯に有効利用しています。

また、ガスを発生させた後の液を肥料として農地還元することで、家

畜農家と食品工場からの有機性廃棄物を再利用する地域産業貢献、循環

型システムを実現することができました。

バイオガス発電を活用した

環境にやさしいシステム

BIMA消化槽・ガスホルダー

肉牛ふん尿 590頭分

発酵棟990㎡×2棟
(25日間処理)

ロータリー式攪拌機

一次発酵
(好気性)

二次発酵
(コンポスト化)

袋詰め機を経て
堆肥舎1,050㎡×2棟

1,125㎡×1棟
(65日間処理)

製品庫

出荷

マニュアスプレッダー
農地還元

SS 50㎎/㍑以下
BOD 20㎎/㍑以下
pH 5.8－8.6
T-N 120㎎/㍑以下
T-P  16㎎/㍑以下

河川放流

液肥散布機
農地還元

排水処理

脱水脱臭液 SS 3,000㎎/㍑
84㎥/日 BOD 1,500㎎/㍑

含水率
70％

脱水ケーキ
13ｔ/日脱水機

液肥利用10ｔ/日

消化液槽

BIMA消化槽
600㎥
滞溜約26日

BIMA消化槽
2,100㎥
滞溜約33日

原水槽受入槽・沈砂槽

23.2㎥/日

希釈水 破砕機 62.8㎥/日
BIMA加温

乳牛ふん尿 814頭分
豚ふん尿 1,650頭分
おから 10ｔ/日
わら、おが屑等

ガスホルダー
500㎥×2

消化ガス
3,000㎥/日

発電機
70kw×2
80kw×1
25kw×3

液肥散布機

3号機

4・5・6号機

ガスエンジン式発電機

１・2号機
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余剰熱で
管理室暖房・給湯

電力
⇒場内使用・売電
約5,000kwh/日

八木バイオエコロジーセンター システムフロー

概 要

南丹市
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